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『コロナ禍 できることは何か』 

                               介護老人保健施設若草園 

                                源 英理子 

 今年に入ってすぐ、国内初の新型コロナウイルス（以下：コロナ）感染者が出てから、早いもので 10か月

が経とうとしています。寒さにも、夏の暑さにも負けずに感染拡大していく強いウイルスに今までにない脅威

を感じます。今では見慣れたマスク着用の風景ですが、老健でマスクとフェイスシールドを着用していると『聞

こえにくさ』や『顔の認識のしづらさ』があり特に認知症を有するご利用者とのコミュニケーションが取りづ

らく、苦戦の日々です。 

 感染拡大で緊急事態宣言が出された 4月から、外出の自粛等で、子供から高齢者まで多くの方が不自由を感

じる暮らしを余儀なくされています。老年期分野では、高齢者が自宅にこもることでの、運動機能の低下、認

知活動の低下、意欲の低下、食欲の低下からフレイル（虚弱）を引き起こすことが問題となっています。高齢

者は持病や体力の点から、コロナに感染してしまうと重症化しやすいため、若い人よりも慎重になります。そ

れゆえ居宅サービスの利用、通院、サロンや教室参加、趣味活動、散歩等なども自粛し、『いつもしている作

業活動』がしたくてもできない、といった状況になっています。 

 安堵町地域包括支援センターでは早くから高齢者へ向けたフレイル予防の冊子づくりに取り掛かり、私も運

動の分野で執筆する機会をいただきました。少しでも体を動かすことで、体力維持や気分転換にもなりフレイ

ルへの負の循環を断ち切れればと願い、体操の提案をさせていただきました。 

このように市町村が主体となって感染予防・免疫力 UP・介護予防の情報を発信し、啓発していくことは大

切ですが、私たちも医療福祉に携わる者として、対象者に寄り添い、心身のケアを行うとともに、安心して活

動ができる場の提供や、正しい情報の伝達、制限された活動の代替手段の提案などを行っていきたいと思いま

す。 

会員の皆様も公私ともにコロナ禍での制限や対応など大変だとは思いますが、体調を崩すことなく自分らし

い『新しい生活スタイル』を構築しながら、今まで以上にご活躍されますよう心より願います。 

【目次】 巻頭言…1  会長だより…2  各部局からのお知らせ・ブロックだより…3・4・5   

委員会だより…6  施設紹介・エッセイリレー…7  メールマガジン登録のお願い…8   

喜笑転結…9  就労支援…10  患者さん作品紹介…11  問い合わせ…12   
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白鳳短期大学 

 西井 正樹 

平素より士会活動にご協力いただきましてありがとうございます。COVID-19 の影響もあり、上半期は会

員の皆さまに提供すべき研修会活動が滞る状況になりましたが、下半期より共通研修等の活動が Web を中心

に行えるような体制が整ってまいりました。多数の参加をお待ちしております。しかしながら、世間を見てい

ますとまだまだ COVID-19 の影響下でありつつも、小学校や中学校では対面による通常授業を行っていたり

して、対面でも対策を取ればある程度防ぐことが出来る反面、私たちの日常業務である医療・福祉職というこ

とを考えると、罹患した際の影響は大きいと考えます。 

さて、理事会では来年度の県士会の組織を大きく変更しようと考えています。大きくは 3つあり、内容は「3

ブロック制から 4ブロック制への移行」「代議員制の導入」「県士会員＝協会会員」です。この検討については、

毛利事務局長を中心に特設委員会を立ち上げました。 

「3ブロック制から 4ブロック制への移行」については、会員数増加と共に、ブロックの活動のしやすさを

軸にスリム化を図り、奈良県の 2 次保健医療圏域別に分けるということです。奈良の 2 次保健医療圏域は 5

つに分かれていますが、そのうち会員数の少ない南和保健医療圏域を中和保健医療圏域と併せてブロック化し、

4 つのブロックに分けるということになります。会員数で言うと、150 人程度のブロックを想定しています。

ぜひご自身の所属が、どのブロックになるのか「奈良県 2次保健医療圏域」で検索してみてください。 

次に「代議員制の導入」についてです。代議員制の導入については、定款変更を視野において行います。現

在の定款では、「出席議決権の 3分の 2以上の賛成」を持って定款を変更することができます。今後の会員数

が増加していくことを見越して、多数の会員を出席させ議決権を行使させることは現実的ではありません。社

員総会の合理的な意思決定、運営自体が困難となる危険性が高くなります。現在の定款を守っていくことは大

切ですが、日々変化していく私たちの職域に対応していくために、必要なことであると考えています。 

 「県士会員＝協会会員」については、広報誌でも何度か取り上げてまいりましたが、日本作業療法士協会と

歩調を合わせて進めてまいります。メリットは、会員管理の一元化になります。これらのことについては、ホ

ームページの問い合わせからパブリックコメントを募集します。ご意見をお待ちしています。 

 皆様、体調管理には十分気を付けて、免疫力を高めていきましょう。 
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教育部                                        木納 潤一  

＜現職者共通研修＞ 

下記の日程で、全てオンラインで開催します。 

  開催日 時間 講座 

1 10月 30日（金） 19:00～20:30 作業療法生涯教育概論 

2 11月 13日（金） 19:00～20:30 事例報告と事例研究 

3 
11月 29日（日） 

9:00～10:30 職業倫理 

4 10:40～12:10 作業療法における協業・後輩育成 

5 12月 16日（水） 19:00～20:30 保健・医療・福祉と地域支援 

6 1月 20日（水） 19:00～20:30 作業療法の可能性 

7 2月 10日（水） 19:00～20:30 日本と世界の作業療法における動向 

8 2月 25日（木） 19:00～20:30 実践のための作業療法研究 

 

＜現職者選択研修＞ 

 2020年度は、発達障害領域を２日間にわけてオンラインで開催します。 

 【日時】2021年 2月 7日（日）１講座目：9:00～10:30、2講座目：10:40～12:10 

     2021年 2月 14日（日）3講座目：9:00～10:30、4講座目：10:40～12:10 

講座のテーマ 講師 

発達障害領域の基礎知識 泉谷憲正先生（四天王寺和らぎ苑） 

作業療法の実際①（0歳～就学前） 中島るみ先生（大阪発達総合療育センター） 

作業療法の実際②（6歳～18歳） 米持喬先生（大阪発達総合療育センター） 

自閉症スペクトラム障害児への作業療法 宮嶋愛弓先生（四條畷学園大学） 

講座の順番は調整中です。4講座全て受講することで、現職者選択研修修了となります。 

※詳細は、奈良県士会ホームページ、メールマガジンをご確認ください。 

学術部                      辰己 一彦  

秋も一段と深まり、少しずつ冬の気配も感じられます。皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申

し上げます。 

第 54回日本作業療法学会 in新潟では、奈良県作業療法士会の学術部勉強会から口述 1演題、ポスター2演

題が採択されました。残念ながら今年度は Web 開催になりましたが、今後も学会発表のテーマについて，デ

ータ分析についてなど，学会発表に必要な基礎知識を身につける勉強会を開催したいと考えております。所属

施設を超えた連携を取りながら事例の検討、研究への取り組みを一緒に行いましょう。 

 また，各種委員会でも様々な活動を行っております。身体領域、精神領域、発達領域、老年・地域領域，福

祉用具・運転委員会などでウェビナーを企画・検討しております。活動内容にご興味のある方はご連絡をお待

ちしております。委員とともに専門領域の知識を学びましょう。 

 連絡先：uenishi@utcaresystem.comまで 

各部局からのお知らせ 
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事務局 財務                                 毛利 陽介   

 晩秋の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 奈良県作業療法士会の正会員数は 9 月末時点で 549 名となり、年々増加傾向となっております。それに伴

いまして、理事会では総会の運営を鑑み代議員制度の導入・ブロックの再編成、また協会＝士会員について、

次回総会に向けて進めていくべく特設委員会として「組織再編委員会」を立ち上げました。会員の皆様の意見

が会に反映され、より活動しやすくなるように編成を進めていきたいと考えおりますので、皆様のご協力の程

よろしく御願い致します。 

 当士会では「総合賠償責任保険補助規程」を運用しており「作業療法士総合補償保険制度」の基本プランに

追加する上乗せ補償プラン(任意加入 2,840 円)を一部補助致します。県士会が依頼した事業などで、年間６

回以上従事して頂いた会員に 1,060円を年間 12回以上従事した会員に 2,130円をお支払い致します。申込用

紙はホームページからダウンロードをしてご利用ください。 

現在、協会が運用している会員管理システムと県士会の情報の整合を進めております。所属の移動や苗字の

変更などがあった場合には速やかに県士会事務局と協会事務局へご連絡下さいますようお願い申し上げます。 

 財務では皆様からお預かりした会費を適切に運用・管理致します。 

予算の収益のほとんどが会費収入となっており事業の運営には皆様の会費が不可欠です。まだ、会費を納入

されていない会員の方は速やかに納入をお願いいたします。 

 

  ◎会費   ：10,000円 

◎新入会員 ：11,000円 

以前使用していた、南都銀行の口座

は使用できません。 

事務局長：毛利 陽介 

所属：白鳳短期大学 

リハビリテーション学専攻  

お問い合わせ：0745-60-9007(直通) 

 

事業部                      坪内 善仁  

清秋の候、皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。Covid-19 への対応も長期化しており、自粛

疲れもみられているのではないでしょうか。多くの戸惑いもありますが、「明けない夜はない」をモットーに

新たな生活様式に挑んでいきたいと思っております。 

さて、事業部では 2020年度下半期(9月)よりオンライン講座によるスキルアップセミナーを開講し、「精神

科の作業療法(木納先生)」、「高次脳機能障害の基礎知識と治療介入について(前岡先生)」、「手指機能障害の作

業療法Ⅰ(毛利先生)」の 3講座が終了致しました。これまで目立ったトラブルもなく開講できており、講師の

先生方の創意工夫ならびに受講者の皆様には深く御礼申し上げます。また、受講者アンケートでは、「受講し

やすくなった」、「移動時間を気にせず参加できる」などの感想を頂き、受講者数も徐々に増加しております。

今年度は引き続き 5講座が開講予定となっております。機器やズームの操作に不安がある方も、受講者用マニ

ュアル(パソコン用・スマートフォン用)も準備しておりますので、是非参加してみてください。スキルアップ

セミナーおよび事業局活動の詳細は、ホームページ「事業部活動報告」のバナーから閲覧してみてください。 

 

 ゆうちょ銀行振替口座    (郵便局の振込用紙をご利用下さい。) 

口座記号番号      ００９３０－０－２３３８３９番 

  口座名称(加入者名)    一般社団法人 奈良県作業療法士会 

 ※この口座を他行等から振込される方は下記内容をご指定下さい 

  店名(店番)：〇九九(ゼロキュウキュウ)店 (０９９)   

預金種目：当座  口座番号：０２３３８３９ 

 ※振込書には氏名・住所・連絡先・所属を記載して下さい 
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北和ブロック                          渡邊 俊行  

冬が駆け足で近づいていますが、みなさまはお変わりなくお過ごしでしょうか？引き続き COVID-19 の感

染拡大防止に努めていただきますようお願い申し上げます。 

また、「新しい生活様式」の中でインターネット環境を整えていただき、オンラインでの研修会や各病院・

施設間での交流を図っていくための会議へのみなさまの参加をお待ちしています。 

なお、今年度の会費納入や移動などの変更処理がお済みでない会員は速やかに手続きをお願いいたします。 

 

中和ブロック                          塩田 大地  

木の色も色づき始めましたが、会員の皆様にはいよいよご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 日頃は、奈良県作業療法士会の活動に格別のご愛情を賜り、心から感謝いたしております。 

 さて、当ブロックでは今年もブロック研修会を企画しております。今年は新型コロナウィルスの影響もあり、

オンラインでの開催を予定しております。会員の皆様にとって、有意義な研修会になるよう現在準備を進めて

おりますので、皆様のご参加をお待ちしております。 

また今年度の奈良県作業療法士会の会費納入がお済みでない会員の方は納入手続きをよろしくお願い致し

ます。 

 

南和ブロック                          田中 陽一    

すがすがしい秋晴れの今日この頃、会員のみなさまはお変わりなくお過ごしでしょうか？来年度の奈良学会

開催に向けて、また南和ブロックを中心に動き出しております。まだまだ予断を許さぬ情勢が続きますが、魅

力的な学会を来年お届けできるように準備をしていきたいと思います。演題募集も冬頃ご案内いたしますので

是非積極的なご参加を宜しくお願い致します。 

なお、今年度の会費納入や移動などの変更処理がお済みでない会員は速やかに手続きをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロックだより 
 



一般社団法人 奈良県作業療法士会ニュース Vol．111 2020年 11月発行 No.6 

 

 

 

 

例年実施している基礎研修（１２月の予定）、実践者研修（１１月から開催）ともにリモートでの開催を予

定しています。会員の皆様にとって馴染みのない形式での研修会となることと思いますが、参加者にとって有

意義な研修会とすべく準備を進めています。詳細は追ってホームページやメールマガジンで案内させていただ

きます。よろしくお願いします。 

委員長 北別府 慎介 

所属：西大和リハビリテーション病院 

 

 

各市町村の事業参加は感染対策を取った上で一部再開しております。 

OT 協会のホームページに奈良県認知症支援委員の 2020 年度の事業報告を掲載しております。ご興味のある

方は、OT協会ホームページ→会員向け情報→47都道府県士会連携→認知症に関する都道府県士会活動報告を

ご覧ください。 

また、今年度の研修はオンライン研修を予定しております。また決まりましたら随時皆様にご案内致します。 

委員長 千葉 亜紀 

所属：秋津鴻池病院 

お問い合わせ 0745-63-0601 

    

  

 

 

会員のみなさま、これからの秋冬に向け更なる感染症予防に取組んでおられると思いますが、地域包括ケア

システム委員会では、Ｗebを積極的に使用して活動を継続していきます。 

本年 7月からは、広陵町で Zoomを使った「自立支援型地域ケア会議」を実施しています。そこから得られ

たノウハウを用いて多職種向け研修会を実施しています。同時に会員向け研修会も、Zoomを活用して定期的

に実施していきます。 

自粛生活で、生活不活発病が進み、やがて生活や QOLが低下しないように、作業療法の視点で県民を元気

にしていきたいと思います。 

委員長 安井 敦史 

所属：株式会社 UTケアシステム 

ユーティー訪問看護ステーション 

リハビリデイサービス UT広陵 

お問い合わせ 090-1676-9898 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシステム委員会 

 

認知症支援委員会 

 

委員会だより 
 MTDLP 推進委員会 
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奈良東病院 長谷部 千佳 

作業療法士になって、2年目となりました。恥ずかしながら私の中では 1年程ずれがありまして、1年目の

時はまだ学生気分が残り、2年目の現在は 1年目のような気分でおります。そんな中でも、今年入社されたセ

ラピストの方からの質問に答えることができたときは、少しは成長したのかなと感じることもあります。まだ

まだ業務に追われることもありますが、自分にできることが増えたと感じると同時に、先輩方がいかに多くの

仕事を効率よく安全にこなされているかということに尊敬の念を抱きます。 

まだ 1年目の頃、人工骨頭置換術後の患者様を担当させていただいた時の話です。ご高齢であり、元来寡黙

であることに加えて難聴のため会話でのコミュニケーションがとりづらい方でした。数ヶ月の関わりの中で、

良好な関係性が築けたとは言い難いまま施設への退院となりました。小柄な方でしたが、起居・移乗動作の介

助量が大きいため、介助量軽減に向け立ち上がりの練習を行っていました。しかし、ご本人は無気力なご様子

でやや介助依存傾向な場面も多く、介助なしでの立ち上がりはなかなか達成することができませんでした。そ

んなある日、平行棒を前に突然その方が介助なしに立ち上がったのです。それは、リハビリの力というより患

者様がご自身の力を引き出した瞬間であると感じました。後にも先にも、その方がお一人で立ち上がったのは

一度きりでした。あれから半年以上経ち、今の自分ならどんな関わり方ができただろうと振り返ることも多い

です。学生時代に聞いた、「セラピストは黒子です」という先生の言葉を思い出しました。患者様の人生の裏

方に参加させていただくというようなお話でした。時々、セラピスト主体に物事を考えてしまうこともありま

すが、患者様の人生に寄り添う気持ちを忘れずに関わっていきたいと思います。今後も、患者様がご自身の力

を引き出せるお手伝いができるよう日々精進して参ります。 

次回は、ハートランドしぎさんの 河原 麻里奈 さんです。 

 

 

 

なにかヘン？？ 

はやく気づいて・・早期療育 

なら子ども発達支援センター「ふぁ～すと」は、知的・発達障がいのある未就学児を対象とした専ら、療育

等の支援を行う通所訓練施設で、県内 7か所目の福祉型児童発達支援センターです。 

 令和元年 5月に橿原市古川町に移転し、現在定員 50名にて活動しております。 

「ふぁ～すと」では、日常生活の基本的な動作や知識、技能

の習得、集団生活への適用訓練、その他の必要な支援を行うと

ともに、利用者家族からの相談などにも応じております。 

 活動は、運動・言語コミュニケーションなどの発達等に問題

や課題のある未就学児に対して、保育士・言語聴覚士・作業療

法士・看護師・公認心理士・社会福祉士等が一丸となって、個々

の発達課題に応じたチームアプローチを行っています。 

 また、地域の療育資源の中心として、保育所等訪問支援を行

うなど、療育センターとしての機能も有しています。 

 

施設紹介 
 

エッセイリレー 
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奈良県作業療法士会 

メールマガジン登録のお願い 
 

m a i l  m a g a z i n e   

FAXや郵送していた重要なお知らせや研修会情報 

会報誌（まほろば）をペーパーレス化し、 

今後はメールマガジンにて 

お届けする予定をしております。 

まだの方は是非 

ご協力をお願いします 
 

登録方法 

①QR コード読み取る→ 

必要事項の入力 

or 

②空メール送信 

宛先：naraot@w.bme.jp 

※ドメイン名が 

docomo, soft bank, ezweb, icloud の方は配信エラーとなります。 

ご注意ください。 

現在登録者 

272 人 

mailto:naraot@w.bme.jp
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喜笑転結２０ 

准サービス介助士の資格を取得しましたー☆ 

こんにちは。優子です😊 

今はコロナの影響でずっと家にいる状態です。この家にいる状態で何か出来る事はないだろうか？？と考え、

「そうだ！福祉の勉強をしよう！」と思い、ユーキャンで、准サービス介助士のテキストを注文しました。以

前からずっと福祉の勉強をしたいと思っていたので、とても嬉しかったのですが、中を開いたときに何故か、

高校の受験勉強時代を思い出しました…(笑) 

難しかったところは「高齢者の人口推移」と「ＩＣＦの生活モデル」という項目が覚える事が膨大で難しか

ったです。暗記するところが多かったので難しかったのですが「片麻痺での服の着せ方」など片麻痺だからこ

そ理解できる事もあって楽しかったです。 

もう一つ私がこの資格を選んだ理由は、家で資格試験を受験できるという所です。マークシートで、100点

満点の 60 点以上で合格です。この資格を取得して、もし街中で困っている人がいれば、声を掛けていきたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出口孝行といいます。 

2006年 12月に脳出血で倒れて右半身麻痺（1種 2級）になってしまいましたが、2010年 7月に以前勤め

ていたホテルに復職することが出来ました。前回の奥田さんのテーマと同じ、入院当初を振り返ってみて感じ

ることを書かせて頂きます。 

 

 

 

編集後記 

勉強中、好きなテレビがあるなあ・・・とか、全然違う事を

始めてしまったり、高校の受験勉強あるあるをやってしま

い、少し懐かしく思いました。勉強は大変でしたが、 

得るものがあったので良かったと思いました。 優子 

おまけ   ちゃんぽんカルボナーラ 

材料:ベーコン 1パック ちゃんぽん麺 2袋 牛乳 100㎖ 卵 1個 コンソメ固形 1個 粉チーズ バター  

作り方：1.ベーコンを食べやすい大きさに切り、フライパンにバターを入れて炒める。ちゃんぽん麺は電

子レンジ 500wで 2分温める。 

2.1のフライパンに牛乳とコンソメを入れ、温まったらちゃんぽん麺を入れ、粉チーズを入れて

混ぜ合わせる。 

3.火を止めて卵 1個(全卵)を入れ、混ぜる。粉チーズとブラックペッパーをかけて出来上がり。 

ちゃんぽん麺の袋をあける時、片手でやりにくく感

じました。ベーコンをめくって開ける時は口で片一

方を加えて開けるとやりやすかったです。 
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五条山病院デイケアセンター“仕事リハビリテーション”の取り組み 

早川 智美 

 

精神科病院に併設されている当デイケアセンターでは、平成 28年から就労準備・支援プログラムとして“仕

事リハビリテーション（仕事リハ）”を行っています。現在までに 56 名の方が在籍し、46 名の方がこのプロ

グラムを終了しました。5年目を迎え、ようやく作業療法士の役割が見えてきたので報告します。 

【仕事リハの概要】 

デイケアセンターのプログラムの一つとして、作業療法士（私）と看護師 1名で実施しています。現在在籍

されているのは 14名、就職後職場に定着するための支援を受けるために在籍されている方が 3名おられます。

統合失調症、発達障害、気分障害のある方が利用されており、クリニックに通院されている方もおられます。

仕事リハが福祉サービスの就労移行支援事業所と異なるのは、IMR（疾病管理とリカバリー）やWRAPを用

いて症状自己管理能力を高めたり、コミュニケーショントレーニングを行い対人交流技能の改善を図ることに

重点をおいていることです。さらに、ワークトレーニングとして PC操作や軽作業を通して、作業遂行能力の

向上を目指します。これらのねらいは、作業療法そのものであり、私はぜひ作業療法士が就労支援にかかわる

べきだと思っています。 

【認知機能トレーニング】 

最近、認知機能障害が注目されていますが、まさしくこの障害が精神に障害のある方の就労を妨げているの

だと実感します。特に実行機能については作業場面で明らかであり、軽作業の道具や材料を作業手順を考えて

並べるといった工夫ができなかったり、仕上がった製品をバラバラに置き次の工程の袋詰めが手際よくできな

かったりと、皆さんとても要領が悪い印象を受けます。社会認知の障害もあるので、作業が終わっても周囲の

状況に合わせて手伝うこともなく、ただじっと立っている方も多いです。これらのことは、精神に障害のある

方によく見られる障害です。そのため私は、患者さんには障害があるからこれくらいはできなくても仕方がな

い、と思っていました。でも社会は違いました。福祉サービスの A 型事業所なら大丈夫だろう、と思って就

職を支援しても、患者さんは仕事ができないために厳しく指導されて辛い思いをしたり、実習後に不採用にな

ることが少なくないのです。そのため今私は考えを変えて、認知機能障害に働きかけるような介入方法を模索

しています。どうすれば精神障害のある方の実行機能を高め、社会認知のスキルを上げることができ、仕事が

効率的にできるようになるのか。信州大学の小林正義先生は、作業療法を使って認知機能障害を改善する方法

を示しておられるので、私も取り入れられるように試行錯誤しています。 

【おわりに】 

医療機関で就労支援を行うのは難しいのではないか、と言われることがありますが、私は決してそうは思い

ません。医療機関だからこそ、主治医の治療方針の確認や病状管理がスムース

にでき、そのうえで就労に向けたトレーニングが行えます。さらに、作業療法

士が関わるからこそ、患者さんの作業遂行能力を評価し、連携する支援者や企

業の方に配慮してほしいことを具体的に伝えることができるのです。作業療法

士は、患者さんと活動をともにするので、相談にのることでアセスメントして

支援する支援者と比べて、具体的な課題を患者さんと共有できます。今はハロ

ーワークと医療機関が連携して支援をするモデル事業があるので、仕事リハは

その協定を結んで就労を支援しています。ハローワークの職員と顔の見える関

係で連携できるのは強みです。就労はリカバリーであり、治療的でもあります。

これから、奈良県で就労支援にかかわる作業療法士の仲間が増えると良いなと

思います（当院も作業療法士を募集しているのでよろしくお願いします）。 

 

 

復職 4名 

一般雇用 2名 

障がい者雇用 4名 

A型事業所 9名 

B型事業所 4名 

就労移行支援 2名 

生活支援型デ

イケア 

9名 

終了・中止 11名 

死亡 1名 

就労支援 
 

終了後の転帰（平成 28年～現在） 



院内展示の様子 
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患者さんの作品紹介～Aさんのアクションペインティング～ 

重症心身障害児学園・病院 バルツァ・ゴーデル 

当院に入所している利用者は、心身に重度な障害を持ってい

ます。思うように体を動かすことはできませんが、その方なり

の精一杯の方法で日々遊び、楽しんでいるように思います。バ

ルツァ・ゴーデルでは作業療法の一環としてアート活動に取り

組んでいます。知的な障害が重度な方は、「何かを描きたい」

と絵を描くことはできません。しかし、日々行っている遊びを

利用して、絵具のついた筆を投げる、振る等のアクションペイ

ンティングを行っています。アクションペインティングとは、

顔料を紙やキャンバスに垂らしたり、飛び散らせたり、汚しつ

けたりする絵画の様式です。これは抽象画の手法の一つで、良いところはみる人

によって受ける印象が違うことです。何に見えるかと話題作りにもなります。 

 

患者さんの紹介 

A さんは脳性麻痺による四肢麻痺と重度な知的障害をお持ちの 41 歳の女性で

す。人と一緒に過ごすことが大好きで、音楽に合わせて一緒に手拍子をすると、

とても喜んでくださいます。また、普段は鈴をつかみ、振って遊んでいます。

日中は座位保持装置に座って過ごすことが多いです。上肢の粗大な運動は可能

ですが、つまむなどの巧緻動作は困難です。発声はありますが、有意な言語は

ありません。Aさんが一人で鈴を鳴らして遊ぶ様子を観察していると、前腕の

回内外を上手に使っていることが分かりました。 

 

作品を作る事の意味・目的 

得意な動作を使って、楽しみながら取り組める活動に繋げるため 

 

セラピストがその作品を作るにあたって工夫した点 

①道具の工夫：前腕の回内外の動作を最大限活かせるように、半円状の

キャンバスとなる装置の作製と、それに合わせた筆を選択しました。 

②方法の工夫：筆に鈴をつけて好きな音遊びをきっかけにして、『鈴を鳴

らすために筆を動かし、絵が描ける』となるようにしました。 

③周囲の人への働きかけ：できた作品を、職員が良く通る廊下に展示し、Aさんが

描いたと積極的に伝えるようにしました。 

OTRの視点からの効果 

手元を見る、OTRとアイコンタクトをとる回数が増加するなど Aさんにも変化が

ありました。しかし、最も変化があったのは Aさんを取り巻く周囲の人の態度です。

廊下に展示された作品を観た職員から、「いい絵だね。次も楽しみにしてるよ。」等の

ポジティブな声掛けが増えました。また、作品展に展示されている A さんの絵をご

家族が見に行き、「とてもよかったよ」と Aさんと話していたり、他の利用者のご家

族と一緒に作品展を観に行くなど積極的様子が見られ、来院回数も増えました。 

アートの作業を通じて、Aさんが最も好きである人と関わる機会が増えたこと、周

囲の人から Aさんへの声掛けが変わったことなど、環境の変化が最大の効果と言えるかもしれません。 

   ※作品・写真の掲載にあたり本人様家族、施設より同意を得ています。 

患者さんの作品紹介 
 



 

 

服部：だんだん寒くなってきましたね。コロナウイルスに加えイ

ンフルエンザも流行する時期でもあるので、皆さん体調に

気をつけてこの冬を乗り越えていきましょう。  

中田：冬がどんどん近づいていますが、寒さに負けず元気に頑張

っていきましょう！ 

西口：朝晩の冷え込みが強くなりましたね。お身体には気を付け

ていきましょう。 
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広告掲載について、賛助会員に入会して頂ければ、掲載可能

です。ご希望の方は以下にお問い合わせ下さい。 

申 込 先：白鳳短期大学  

担当 毛利 陽介 

連 絡 先：TEL 0745-60-9007 

E-mail:otnarajimu@yahoo.co.jp 

教育部 

秋津鴻池病院 

部長 木納 潤一 

TEL(0745)-63-0601  

FAX(0745)-62-1092 

 

事業部 

秋津鴻池病院 

部長 大西 和弘 

TEL(0745)-63-0601 

FAX(0745)-62-1092 
 

学術部 

株式会社 UTケアシステム 

部長 辰巳 一彦 

TEL(0744)-20-3353 

FAX(0744)-20-3354 

事務局 

白鳳短期大学 

部長 毛利 陽介 

TEL(0745)-32-7890 

FAX(0745)-32-7870 

保健福祉部 

天理よろづ相談所病院 

白川分院 

部長 前岡 伸吾 

TEL(0743)-61-0118 

地域包括ケアシステム 

株式会社 UTケアシステム 

ユーティー訪問看護ステーション 

リハビリデイサービスＵＴ広陵 

委員長 安井 敦史 

TEL090-1676-9898 

北和ブロック 

関西学研医療福祉学院 

ブロック長 渡邊 俊行  

TEL(0742)-72-0600 

中和ブロック 

西大和リハビリテーション病院 

ブロック長 塩田 大地 

TEL(0745)-71-6688 

南和ブロック 

奈良県総合 

リハビリテーションセンター 

ブロック長 田中 陽一 

TEL(0744)-32-0200 

認知症支援委員会 

秋津鴻池病院 

委員長 千葉 亜紀 

TEL(0745)-63-0601 

FAX(0745)-62-1092 

 

MTDLP推進委員会 

西大和リハビリテーション病院 

委員長 北別府 慎介 

TEL(0745)-71-6688 

運転委員会 

奈良県総合リハビリテーション 

センター 

委員長 林 朋一 

TEL(0744)-32-0200 

FAX(0744)-49-6424 

 部局長  

 ブロック長  

 委員長  

 広告に関するお問い合わせ  

※県士会登録・異動・退会・休会・会費などについては、各所属ブロック長へお問い合わせ下さい。 



【募集人員】 若干名 

【雇用形態】 OT・PT・ST（常勤 非常勤） 

【業務内容】 訪問看護ステーションからの訪問リハビリ 

       小児・高齢者デイサービスでのリハビリ業務 

【訪問地域】 奈良県広域 

【勤務時間】 9:00～18:00 

【給  与】 当社規定による（実績・経験に応じる） 

【休  日】 原則週休 2 日（相談に応じます） 

【社会保険】 完備 

【職 員 数】 Ns6 名 OT21 名 PT5 名 ST4 名 CW7名 

【応募方法】 電話にて随時受け付けています  

お気軽にお問い合わせください 

 

お問い合わせ先 

株式会社ＵＴケアシステム 

〒634-0062 奈良県橿原市御坊町 152 

電話：0744-20-3353 FAX：0744-20-3354 (担当：阿部） 

URL:http://utcaresystem.com 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属先 株式会社 PLAYZ 訪問看護ステーションるーく (生駒市さつき台 2丁目 451-204-102) 

募集人員 ２～３名 

雇用形態 常勤・非常勤（作業療法士・理学療法士・言語聴覚士） 

業務内容 訪問看護ステーションからの訪問リハビリ(生駒市・大和郡山市・奈良市) 

勤務時間 
常勤：9時～17時 

非常勤：9時～17時の間で個別設定可能。週 1回半日から可能、但し固定曜日となります。 

給与 
常勤：月給 30万円～（生活状況・経験考慮）年 2回賞与 

非常勤：当社規定による実績給 3000円～ 

応募方法 電話：0743－77－7001にて随時受け付けております。担当：谷村までお気軽にお問い合わせください。 

訪問看護ステーションるーくは、平成 27 年 12 月に事業

を開始いたしました。利用者様の[なりたい自分を実現する]

ためにリハ職種として精一杯のサポートをしていくことを

理念に掲げています。また、同じ職場で働いている看護師

とも連携をとり、互いの専門性を活かしたケアを行ってい

ます。 

 現在リハ職種は理学療法士 5 名、作業療法士 2 名、言語

聴覚士 1名とまだまだ人手が足りない状況です。そのため、

さらなる仲間が必要です。どうぞ力を貸してください！ 

ユユーーテティィーー訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン 

リリハハビビリリデデイイササーービビスス  UUTT 広広陵陵  

発発達達支支援援ルルーームム  UUTT キキッッズズ 

当事業所は「理想の在宅ケアを追究する」をモットー

に身体機能だけでなく、生活・暮らしを考えたリハビ

リを行なっています。療法士は総勢 30 名在籍してい

ますが、横のつながりは強く、皆仲良く働いています。 

勉強会も定期的に行っており、安心して仕事に取り組

んでいただけます。 

私たちと一緒に地域のリハビリを盛り上げていきま

せんか？ 



わたしたちハッピーサービスグループは古都・奈良の地で 2002年に創業し、 

高齢者・児童の福祉医療サービスを行っています。『わたしたちは仕事を通じ

て、ひとびとに笑顔を届ける』の会社使命を胸に、 

お客様・ご家族様と深く繋がり、地域との連携を 

大切にし、お客様をトータルにサポートできる 

体制を整えております。 

ハッピーのみんなと一緒に働きませんか？ 

あなたのご応募をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名 

所在地 

① 訪問看護ハッピーリハビリ＆ナースステーション （奈良市六条 2-18-1） 

② 発達支援リハスタジオ ハッピーリング西ノ京 （奈良市六条 3-1-15） 

③ 発達支援リハスタジオ ハッピーリング plus（奈良市六条 2-10-15）  

★マイカー通勤可能・駐車場無料★最寄り駅：近鉄「西ノ京駅」より徒歩 15～20 分 

雇用形態 正社員 ※非常勤も募集しています 

仕事内容 
① 訪問看護ステーション訪問リハビリ （奈良市、大和郡山市、天理市等） 

②・③ 児童発達支援／放課後等デイサービス 個別機能訓練及び集団指導 

給与 

《月給》 【A】経験 3 年以上 275,000 円～／【B】経験 3 年未満 200,000 円～ 

《通勤手当》 定額 10,000 円（10,000 円を超える場合は、実費支給） 

★①のみ 訪問手当 訪問件数 50 件超えにつき、1 件 2,000 円 

★②③のみ 特別処遇改善加算による技能手当 5,000 円 

※試用期間 1～2 ヶ月 時給 【A】1,400 円／ 【B】1,100 円～・通勤交通費 500 円／日 

勤務時間 8：30～17：30 （うち休憩 60 分） 

休日 

年間休日：112 日（リフレッシュ休暇 3 日・アニバーサリー休暇 1 日あり）  

定休日：日曜日、週休２日制 

★週休 3 日の短時間正社員制度あり！仕事と子育ての両立を応援いたします。 

応募方法 
下記の【お問い合わせ先】電話・メールにて随時受け付けております。 

★詳細は右記 URLリクルートページをご覧ください★https://job-gear.net/happyservice/ 

お問い合わせ先 

★見学は随時受け付けております！お気軽にお問い合わせください★ 

株式会社ハッピーサービスグループ （担当：法人本部 吉田） 

〒630-8043 奈良県奈良市六条 3-1-15TEL 0742-52-8880 

E-mail: recruit@happy-service.co.jp URL: https://www.happy-service.co.jp 

 

      訪問看護ステーション しん            
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                     株式会社 gene                

 

      医療法人雄信会 介護老人保健施設大和三山    
当施設は『明日は今日より楽しくなる』をモットーにサービス提供を心掛けており、利用者様のみでなく、

職員の意見も大切にし、施設としての成長を目指しています。 

また令和 2年 4月より通所責任者に臨床経験 10年目の OTを迎え、施設内研修や外部研修への参加制度だ

けでなく、リハビリの教育制度を導入し 1 年目 1 人に対し 1 人の指導員が教育にあたる等、入職者の経験年

数を問わず安心して仕事が出来る体制を整えています。 

人間関係も良好な職場ですので、皆様と一緒に働ける日を心待ちにしています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【募集人員】 2名 【雇用形態】 OT・PT・ST（常勤） 

【業務内容】老健施設及び老健通所リハビリ、訪問リハビリでのリ

ハビリ業務全般 

【業務時間】8：30～17：30 

【給与】  月給 237,000円～347,000円 

        基本給  175,000円～210,000円 

        資格手当  25,000円～ 35,000円 

        調整手当   32,000円～（生活状況・経験考慮） 

【休日】ローテーションによる月８～９回の休み（日曜日固定休日） 

【職員数】OT7名、PT3名 

【応募方法】電話・メールにて随時受け付けております。 

【連絡先】医療法人 雄信会 介護老人保健施設 大和三山 

〒634-0012 奈良県橿原市膳夫町 477-17 

電話：0744-23-6688  FAX: 0744-23-6836(担当：吉田) 

e-mail : yushinkaiyamatosanzan@yahoo.co.jp (担当：吉田） 

【ホームページ】：https://www.yushinkai-nara.com/ 
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